
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 糸魚川市出身で思想家、歌人、随筆家、書道家として活躍した相馬御風。御風が新潟の

文化人として親しまれたのは、出雲崎町郷土史家の佐藤吉太郎（耐雪翁）と伴に良寛に私

淑し、良寛研究を深めたことが大きいと伝えられています。来年は、御風の没後七十周年

を迎えます。良寛記念館では、糸魚川市相馬御風館のご協力のもと、御風の和歌作品やコ

レクションを展示しています。まだご覧になっていない方は、ぜひお越しください。 

◀伝亀田鵬斎画・良寛賛『良寛と子どもたちの図』 

出雲崎に来杖し、良寛の友人でもあった亀田鵬斎の画と伝わる良寛と子どもの絵に、

良寛が画賛を書いた合作。糸魚川市指定文化財。 

  

    

   

    

    

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11 月 7 日発行 

編集：出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

「良寛と相馬御風展」１１/１５（金）まで開催中‼ 

 11月 3日の「文化の日」にあわせて、11 月 2 日（土）、3 日（日・祝）の 2 日間、中央公民館および町

民体育館において「生涯学習フェスティバル」を開催しました。今年も日頃の練習の成果を披露すべく、

各種団体から「ステージ発表」、絵画や手芸等の「作品展示」のほか、「健康づくり」「交通・防災」といっ

たブースが設けられました。盛りだくさんの内容に、1000 人の来場者が訪れ、賑わいました。また来年も、

皆さまのご来場をお待ちしております！ 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

10 月 18 日（金）、中央公民館講堂において「第 29 回奥の細道

天の河俳句大会」が開催されました。今年は松尾芭蕉が「奥の細

道紀行」をしてから、330 年になります。県内外、202 名の方か

ら 906 句の応募が集まり、兼題の部では、町内からは本間加津さ

んの「運筆の静かに止まる夜半の秋」が 19 位に輝きました！ 

  また、席題の部では、出席者 61 名、投句数 122 句。「葡萄」「秋

時雨」で 2 句投句、町内からは仲野隆之さんの「野ぶどうや奇岩

の多き浦の道」が 5 位に、小林一輝さんの「良寛の軌跡を歩き秋

時雨」が 9 位に入賞しました。おめでとうございます！ 

来年もたくさんのご応募をお待ちしております。 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

  

日   時 内   容 と  こ  ろ ・ 講 師 

11 月 16 日（土）～12 月 20 日（金） 

 

11 月 17 日(日)14：00～16：00 

第２回「金澤翔子展」席上揮毫「天上大風」

初公開記念 

茶席・雅楽演奏 

良寛記念館 

１１月 21日（木） 

１９：００～２０：３０ 

（１８：３０～受付） 

出雲崎小・中学校合同学校保健委員会講演会 

「健康な生活と睡眠の大切さ」 

中央公民館 

新潟医療福祉大学健康科学部

健康スポーツ学科 准教授 

杉崎 弘周 

11月 22日（金） 

１３：３０～１５：００ 

出雲崎総合大学 

日常生活の化学と食品 

中央公民館 

町教育委員会管理指導主事 

高畑 秀紀 

12月 9日（月） 

１３：３０～１５：００ 

出雲崎総合大学 

「昔の姿を伝える大切さ 

～忘れかけていた思い出が甦る～」 

中央公民館 

町文化財調査審議委員 

佐々木 高史 

   【中 央 公 民 館】       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 【町立図書館（海岸公民館）】  

 

 

 

 

 

 

                        

 

夜から朝までひたすら人やものを見守る<見守り
屋>の犬森祥子。彼女の唯一の贅沢は、夜勤明けの
晩酌ならぬ「ランチ酒」で…。疲れた心に沁みる
人間ドラマ×絶品グルメ。WEBマガジン『コフレ』
連載を加筆・訂正。 

戦後の混乱期、焼き物の里・信楽に絵を描くこと
が大好きな少女がいた。陶芸家への夢を膨らませ
るが、窯元をまわっても「女には無理や」と断ら
れてばかりで…。朝ドラ「スカーレット」のモデ
ル、神山清子の情熱的な人生の物語。 

プロボクサーの道をあきらめ、塗装会社で働く千
秋。それなりに充実した日々を送るが、美術の専
門学校を出た新人が入ってきた。周囲に好意的に
見守られる彼に違和感をぬぐえない千秋。嫉妬と
も違うその違和感の正体とは…。 

色彩/筑摩書房･･･阿佐 元明 著 

ランチ酒/祥伝社･･･原田 ひ香 著 

銀の匙/朝日出版社･･･中 勘助 著、安野 光雅 絵 

緋色のマドンナ/ポプラ社・・・那須田 淳 

著 

古い茶簞笥の抽匣から銀の匙を見つけたことか
ら始まる、伯母の愛情に包まれて過ごした幼少期
の日々…。中勘助の自伝的作品に、安野光雅が子
どもの内面世界を情感豊かに描いた美しい絵を
添える。 

今月の事業案内 

「第２９回 奥の細道天の河俳句大会」が開催されました‼ 

 

若井 新一氏による講演 

「困ったら芭蕉の教え」 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

     

       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
品
創
造
の
想
い 

 

立
冬
も
間
近
で
あ
る
が
、
秋
も
深
ま
り
、
紅
葉
や
黄

葉
で
美
し
く
彩
ら
れ
る
様
を
表
現
し
た
、「
山
粧
（
よ

そ
お
）
う
」
時
季
を
迎
え
て
い
る
。
四
季
の
中
で
も

「
秋
」
は
自
然
・
食
べ
物
・
芸
術
、
文
化
等
々
が
多
彩

で
豊
か
な
た
め
か
、
人
の
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
、
特
異
と

も
い
え
る
季
節
で
あ
る
。
今
年
は
初
秋
の
頃
か
ら
風

雨
に
悩
ま
さ
れ
た
。
小
春
日
和
の
日
は
貴
重
で
、
心
も

温
も
る
。 

 
 

11

月
初
旬
、『
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
開

催
さ
れ
、
心
和
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
催
し
は
、
身

近
な
人
が
出
演
す
る
こ
と
も
あ
り
、
町
民
の
関
心
も

高
い
。 

子
ど
も
達
も
含
め
、
今
年
も
各
演
技
に
日
頃
か
ら
取

り
組
み
、
心
身
と
も
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
演
技
が
披

露
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
作
品
展
の
方
も
同
様
で
あ
る
。 

茶
道
も
毎
年
好
評
で
、
日
本
文
化
の
落
ち
着
い
た
空

気
が
会
場
に
漂
う
。
出
演
・
出
品
さ
れ
た
方
々
を
始

め
、
関
係
者
各
位
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

  

そ
し
て
、
〝
ア
ジ
ア
至
高
の
技
〟
と
し
て
今
展
示

さ
れ
て
い
る
『
正
倉
院
の
世
界
』
展
（
東
京
国
立
博
物

館
）
を
鑑
賞
し
た
。
１
２
６
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
約

九
千
件
の
宝
物
を
守
り
伝
え
て
き
た
「
正
倉
院
」。
日

本
古
来
の
文
物
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
中
国
・
唐
、
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
伝
わ
り
、
聖
武
天
皇
・
光
明
皇
后
ゆ
か
り

の
品
々
が
輝
い
て
い
た
。 

 
 

前
掛
け
に
広
き
ポ
ケ
ッ
ト
き
の
こ
狩 

 
 
 
 
 
 
 

乙 

茂  
 

金
泉
今
日
子 

〈
西
乃
越
句
会
〉 

女
郎
花
瞽
女
の
墓
石
に
折
れ
か
か
り 

 
 
 
 
 
 

 

大 

門 
 

磯
部 

游
子 

〈
越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈
出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

秋
の
夜
元
気
に
歌
う
ス
ズ
ム
シ
さ
ん 

 

４
年
生  

 

小
林 

愛
瑠 

草
叢
で
虫
の
合
唱
な
り
ひ
び
く 

 

４
年
生  

 

平
沢 

龍
聖 

秋
の
海
な
み
が
し
ず
か
で
お
ち
つ
く
な 

 

５
年
生  

 

枝
元 

一
華 

ま
ん
月
に
ち
ょ
っ
と
で
こ
の
手
と
ど
き
そ
う 

 

５
年
生  

 

本
多 

心
美 

か
き
熟
す
い
ろ
あ
ざ
や
か
な
宝
石
だ 

 

６
年
生  

 

山
田 

聖
矢 

赤
リ
ン
ゴ
夕
日
み
た
い
で
キ
レ
イ
だ
な 

 

６
年
生  

 

高
橋 

優
芽 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

中
で
も
、

8

世
紀
・
唐
時
代
に
作
ら
れ
、
世
界
で 

唯
一
現
存
す
る
「
螺
鈿
紫
檀
五
弦
琵
琶
（
ら
で
ん
し
た

ん
の
ご
げ
ん
び
わ
）（
写
真
）
」（
１
３
０
０
年
前
に
あ
っ

た
イ
ン
ド
起
源
の
五
弦
琵
琶
）
の
背
面
は
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
甲
羅
や
光
沢
を
放
つ
貝
殻
の
内
部
（
螺
鈿
）
で
装
飾

が
施
さ
れ
た
、
華
や
か
で
素
晴
ら
し
い
芸
術
作
品
で
あ

る
。 

           

弦
の
あ
る
表
面
は
、
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
琵
琶
を
弾
く
人

物
が
螺
鈿
で
描
か
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
雰
囲
気
が
見

て
取
れ
る
。
鑑
賞
に
行
か
れ
た
方
も
お
あ
り
と
思
う

が
、
紙
面
の
都
合
で
他
の
宝
物
が
紹
介
で
き
な
い
の
は

残
念
で
あ
る
。 

 

そ
の
日
は
、

20

分
程
度
の
待
ち
時
間
で
入
場
で
き

た
が
、
人
々
の
関
心
は
高
く
、
６
つ
の
章
で
構
成
さ
れ

て
い
る
各
展
示
室
は
混
雑
し
て
い
た
。 

  

い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
出

演
・
作
品
展
し
か
り
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
国
際
色
豊

か
な
正
倉
院
宝
物
し
か
り
で
、『
作
品
創
造
の
想
い
』
は

時
を
経
て
も
、
国
を
隔
て
て
も
変
わ
る
も
の
で
な
い
。

事
の
大
小
は
異
な
っ
て
も
、
良
い
も
の
を
作
り
上
げ
よ

う
と
す
る
「
ひ
た
向
き
な
努
力
、
強
い
意
志
、
留
ま
る

こ
と
の
な
い
向
上
心
」
に
賛
辞
を
送
り
た
い
も
の
で
あ

る
。 

団
栗
の
落
つ
る
や
墓
へ
続
く
道 

 
 
 
 
 

て
ま
り
団
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本
間 

加
津 

今 月 の 一 句 
神
事
終
へ
老
爽
や
か
に
酌
み
交
す 

 
 
 
 
 
 
 

川 

西  
 

仲
野 

隆
之 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

今年度も町教育委員会は町民卓球大会を下記の通り開催いたします。冬の運動不足になりがちな季節に

地域の方、ご家族、お友達と一緒に卓球で汗を流しませんか？皆様のご参加をお待ちしております‼ 

１、日 時 令和元年 12月 8日（日）午前 9時～町民体育館 

２、種 目 卓球（ダブルス） 

３、参 加 1チーム 3～8人 ダブルス 3組による団体戦  

・選手の同一試合出場は 2試合までＯＫ 

・女性、小学生、70歳以上の男性いずれか 1人以上 

４、申込み 行政区長、地域スポーツクラブ代表、または町民体育館へ 

11月 29日（金）までにお申し込みください。 

昨年の大会の様子 

小木ノ城Ｂが激戦制す‼～第３８回町内ゲートボール大会～ 

優勝した『小木ノ城Ｂチーム』の皆さん 

11/13, 20、27 毎週水曜日 19:30～21:00 

10月 15日（火）、第 38回町内ゲートボール大会を開

催しました。町内から 8チームが参加した今大会では優

勝を目指して白熱した頭脳戦が繰り広げられました。 

決勝戦では最後までどちらが勝つかわからない接戦

となり、プレーごとに歓声が上がる中、見事小木ノ城Ｂ

チームが優勝を手にしました。 

☆優勝☆小木ノ城Ｂ 〇準優勝〇小木ノ城Ａ 

◇第３位◇ 天領Ａ、西越Ｂ 

昨年優勝の『いずも THE KING』の皆さん 


